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平成 20年度 SGST第 2回定期研究会 議事録 
 
日時 ：平成 20年 6月 18日(水) 16：00～17：30 
場所 ：愛知工業大学 本山キャンパス ２階 多目的室A，B  
出席者：久保（名城）鈴木（愛工大），北根（名大），佐藤（中日本 C）．原田（創建），鷲見（八
千代Ｅ），藤澤（新三重），加藤，森谷（海洋架橋），中川（瀧上），古田土（トピー），山田，神頭，

水野，高橋（日車） 
15名(敬称略)   

 
定期研究会（鈴木研究会担当幹事） 

講演題目 ｢浮屋根式タンクのスロッシング減衰対策とその減衰挙動に関する研究｣ 
講演者 株式会社十川ゴム 研究開発部係長 井田剛史 
講演内容 

2003 年 9 月の北海道十勝沖地震でのやや長周期地震動により石油タンクにスロッシング現象
（液面揺動）が発生し，浮屋根が損傷し油面が大気に触れ大規模な火災が発生した．その後の法

令の改訂もあり，具体的かつ実用的なスロッシング対策が求められている． 
対策として，浮屋根の外周部に高減衰ゴム製の減衰材（バッファー）を設置し，スロッシング

の抑制と浮屋根損傷防止をする方法を提案し，その検討を行った． 
バッファーとして使用するゴムには，それに適した特性（高減衰性，弾性率変化が小さい，耐

油性，耐候性）が求められ，いくつかあるゴムのうちEPDM（エチレンプロピレンゴム）が最も
適していると判断されることからこれを使用することとする． 
実験は愛知工業大学でのφ4m タンクを使用した実験と実際のタンクを使用した実験が行われ
た．φ4m での実験では，バッファーによりスロッシング減衰，浮屋根の回転・損傷防止効果が
期待できることが分かった．実タンク実験では実際にバッファーの設計を行い，その有用性の確

認を行うことができた． 
浮屋根の補強，或いは貯蔵液の高さ制限といった従来の方法はコスト面への影響が高く，新技

術の提案が必要ではあるが，今回の制振装置には評価基準がまだない．基準が厳しくなり，また，

安全面からも早急に対策が必要なことから，今後産官学の英知を集約した防災プロジェクトが進

んでいくことが期待される． 
会員の普段の業務が橋梁を中心としているため，なじみのない分野の話であったが，ゴムを用

いたエネルギー吸収による振動の抑制，新しい補強手段といった話に対する参加者の関心も高く，

活発な質疑が行われた． 
以上// 
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題名：浮屋根式タンクのスロッシング減衰対策とその減衰挙動に関する研究 
 

【発表者】 

 株式会社十川ゴム 研究開発部係長 井田剛史 

  

【要旨】 

2003 年 9 月に発生した北海道十勝沖地震でのやや長周期地震動により，石油貯
蔵タンクにスロッシング現象が生じ，浮屋根式タンクに被害の生じた事例が報告されて

いる．これらの被害調査やスロッシング挙動把握に関して，坂井などによって多くの調

査研究がなされてきているが，具体的かつ実用性のある対策提案が未だなされていな

いのが現状である．そこで地震による浮屋根破壊を防ぐために，高減衰性を有するゴ

ムを浮屋根に設置し，浮屋根とタンク側板の衝突を緩和し，さらにスロッシングを減衰

させることを考案した．本研究では，スロッシング制振装置として浮屋根の外周部等に

設置するゴム製減衰材（以下，バッファーとする．）の設計最適化を行うため，モデル

実験にてバッファーのスロッシング制振効果を検証した．そして，モデル実験で得られ

た知見を基に実タンク用バッファーを検討し，実タンク実験でその制振効果を実証す

る． 
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